
金
滞
古
.
臨
怠
巻
一

町
は
づ
れ
よ
り
竹
橋
町
は
づ
れ
ま
で
三
塁
三
町
二
十
五
聞
と
蹴
せ
た

れ
ど
、
是
は
郡
地
の
問
教
た
る
ぺ
し
。
山
上
町
の
一
里
塚
と
い
ふ
は
、

亀
尾
記
に
多
賀
の
下
邸
よ
り
春
日
町
へ
出
づ
る
慮
に
一
星
稜
あ
り
o

是
よ
り
上
は
野
町
端
の
旦
様
、
下
院
森
下
村
の
星
稜
ま
で
、
各
一
塁

に
し

τプ
定
町
あ
り
と
云
へ
り
。
按
宇
る
に
、
前
件
に
見
え
た
る
市

中
中
小
、
群
筋
道
程
は
、
金
津
南
北
上
下
通
り
筋
の
関
数
也
。
然
ら
ば

東
国
井
口
よ
り
西
民
間
口
・
宮
腰
往
還
町
端
ま
で
、
東
西
の
道
程
問

教
も
右
に
単
じ
、
共
の
時
世
に
依
り
て
庚
狭
の
差
あ
る
た
る
ぺ
し
。

思
ふ
に
金
部
市
中
東
西
南
北
共
に
町
端
の
街
尾
は
、
共
の
時
世
に
よ

り
遺
へ
る
た
る
ぺ
し
。
是
市
中
の
盛
衰
に
よ
り
、
或
は
郡
地
を
取
り

込
み
町
地
と
た
し
.
或
は
家
屋
を
段
ち
元
の
耕
地
と
た
せ
る
に
依
り

て
、
東
西
南
北
の
間
数
道
程
も
共
の
時
世
に
よ
り
鑓
じ
た
る
た
る
べ

し
。
故
に
奮
藩
中
の
取
調
書
と
い
へ
ど
も
、
一
概
た
ら
宇
。
金
津
市

中
の
固
と
い
へ

E
も
、
そ
の
因
す
る
底
同
じ
か
ら
宇
。

O
市

中

郡

郷

金
揮
は
、
挽
地
及
び
城
下
共
に
石
川
郡
の
地
た
り
と
い
へ
ど
も
、
今

波
野
河
を
石
川
・
河
北
爾
郡
の
郡
界
と
す
る
が
故
民
、
潟
野
川
以
北

の
地
は
‘
河
北
郡
に
廊
せ
り
。
故
に
金
揮
の
地
は
雨
郡
に
跨
る
と
す
。

村
は
戸
板
之
郷
、
大
豆
田
村
・
中
村
・
石
坂
村
は
五
ク
之
庄
、
泉
村
・

法
島
村
は
宮
樫
之
庄
、
石
浦
村
・
笠
舞
村
は
石
浦
の
庄
、
問
弁
村
は

金
浦
之
郷
に
て
御
座
候
。
河
北
郡
之
内
卯
辰
村
・
山
上
村
・
談
議
所
村
・

大
衆
菟
村
・
洩
野
村
・
洩
野
中
島
村
は
小
坂
庄
に
而
御
座
候
。
如
v
此
金

津
之
町
績
に
郷
々
入
込
御
座
候
。
金
津
之
地
何
れ
之
郷
与
申
儀
、
相

知
不
v
申
候
。
以
上
。

笑
未
四
月
廿
二
日

御

算

石
川
郡
田
井
村

石
川
郡
野
々
市
村

河
北
郡
御
所
村

場

源少次

兵籍郎

街門吉
申j 判牢自

用

右
温
故
遺
文
民
原
文
を
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
、
石
浦
紳
一
拡
に
僻
来

せ
る
寛
永
八
年
民
間
し
た
る
氏
子
地
の
給
闘
を
考
ふ
る
に
、
披
地
及

び
惣
構
外
郭
内
の
地
は
多
分
石
浦
郷
の
属
地
に
て
、
披
地
及
び
小
立

野
の
地
越
は
山
崎
村
の
地
内
、
石
浦
町
よ
り
庚
坂
通
・
本
多
町
・
百
姓

町
・
石
浦
-
新
町
へ
か
け
石
浦
村
の
地
内
、
片
町
・
河
一
向
島
町
・
新
竪
町

よ
り
主
馬
町
へ
か
け
朱
琵
野
村
の
地
内
、
犀
川
上
川
除
町
よ
り
上
新

町
・
鐙
源
寺
前
議
へ
か
け
保
嶋
村
の
地
内
、
上
堤
町
・
西
町
越
は
今
市

村
の
地
内
、
十
間
町
議
は
木
，
新
保
村
の
地
内
に
て
、
以
上
石
浦
の
郷

金
滞
古
蹟
志
巻
一

八

然
れ

E
も
、
和
名
抄
に
載
せ
た
る
古
郷
等
に
撮
り
て
考
へ
る
に
、
往

古
の
郡
界
は
犀
川
を
以
て
石
川
郡
・
加
賀
郡
の
経
界
と
た
し
た
る
を
、

中
古
加
賀
郡
を
二
郡
に
分
ち
、
洩
野
川
の
以
南
を
加
賀
南
郡
と
た

し
、
以
北
を
ぼ
加
賀
北
郡
と
し
、
後
に
は
時
稀
し
て
河
甫
郡
・
河
北

郡
と
せ
し
を
、
飢
世
の
頃
河
甫
郡
地
は
石
川
郡
に
合
併
し
て
、
共
の

地
所
を
中
石
川
と
俗
稽
す
。
是
犀
川
と
滋
野
川
と
の
中
聞
の
地
怠
れ

ば
、
城
地
及
び
爾
河
内
の
市
中
は
悉
く
加
賀
郡
の
地
内
に
て
、
犀
川

以
南
の
地
の
み
石
川
郡
の
地
と
去
ふ
ぺ
し
。
又
金
穂
市
中
位
何
れ
の

郷
庄
に
属
し
た
る
や
。
関
屋
政
春
の
古
兵
談
に
、
金
海
は
加
州
石
川

郡
佐
都
江
の
庄
と
文
字
以
下
憾
に
夢
に
見
た
る
よ
し
載
せ
た
れ
ど
.

夢
想
な
れ
ば
設
と
し
難
し
。
月
按
文
集
に
戟
せ
た
る
献
珠
寺
錨
銘
に

加
賀
州
石
川
郡
金
津
庄
と
あ
れ
ど
‘
此
は
小
立
野
の
地
漣
の
み
也
と

い
へ
り
。
元
総
十
六
年
四
月
奮
藩
五
世
参
議
従
三
位
綱
紀
卿
穿
盤
を

命
ぜ
ら
れ
、
石
川
・
河
北
雨
郡
の
邑
長
官
上
書
に
、

金
滞
之
儀
何
れ
の
郷
に
候
哉
、
可
申
上
旨
奉
長
候
。
金
祖
伸
之
儀
は
何

之
郷
に
御
座
候
哉
、
承
及
不
v
申
候
。
但
金
津
町
績
に
は
在
々
之
郷
入

組
有
v
之
候
。
則
町
線
之
村
々
、
石
川
郡
之
内
下
安
江
村
・
上
安
江
村

は
鞍
月
之
庄
に
而
御
座
候
。
三
位
村
・
長
田
村
・
甫
庚
岡
村
・
北
庚
岡

内
た
り
。
又
今
町
・
尾
張
町
・
懸
作
漣
よ
り
材
木
町
・
天
紳
町
へ
か
け

.
金
浦
の
郷
内
也
。
下
堤
町
・
袋
町
・
安
江
町
よ
り
安
江
木
町
・
折
逮
町
・

庚
岡
越
へ
か
け
倉
月
の
郷
内
也
。
叉
犀
川
の
向
ひ
千
日
町
・
石
坂
越

は
五
ク
庄
の
地
内
、
野
町
・
寺
町
越
は
富
樫
之
郷
也
。
又
浅
野
川
の

向
ひ
森
下
町
・
春
日
町
よ
り
大
衆
菟
謹
へ
か
け
小
坂
の
庄
内
た
る
よ

し
記
載
す
。
園
事
昌
披
問
答
に
は
、
金
谷
門
よ
り
蓮
池
亭
の
港
を
金

津
庄
と
云
ひ
‘
岡
井
口
・
材
木
町
よ
り
披
際
ま
で
を
若
松
庄
と
一
宮
ひ
、

堤
町
・
石
浦
町
・
長
町
よ
り
大
衆
寺
坂
・
新
坂
・
先
源
寺
港
ま
で
を
石
浦

庄
と
云
ひ
、
木
町
用
水
よ
り
古
道
ま
で
を
戸
板
郷
と
云
ひ
、
犀
川
の

外
泉
野
を
凡
て
宮
樫
郷
と
-X
ひ
、
安
江
町
・
御
坊
町
よ
り
町
端
迄
を

金
浦
庄
と
云
ひ
、
河
北
門
前
よ
り
洩
野
川
へ
か
け
て
小
原
庄
と
一
宮

ふ
。
此
の
儀
先
年
十
村
共
へ
御
尋
ね
の
事
有
v
之
容
上
之
趣
‘
少
慾
多

端
不
v
鮮
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
右
帯
問
に
付
き
書
上
の
趣
と
は
、

元
秘
十
六
年
邑
長
の
雪
上
舎
に
戟
せ
た
る
を
い
へ
る
た
る
ぺ
し
。
方

言
上
書
等
に
強
る
に
、
安
江
町
・
御
坊
町
漣
を
金
浦
庄
と
云
ひ
し
ょ

し
、
園
事
昌
披
問
答
陀
載
せ
た
れ
ど
、
此
は
鞍
月
産
の
誤
た
る
べ
し
。

三
州
志
来
因
概
毘
附
録
に
一
式
ふ
。
享
和
三
年
に
幕
府
よ
り
金
津
城
下

持
町
郷
庄
分
界
を
分
書
し
て
出
す
ぺ
き
皆
建
せ
ら
る
。
依
而
古
訟
に

丸




